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第４回宇都宮市水道料金等審議会

～今後の財政見通しと水道料金改定の水準について～
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上下水道局１ 本日の審議内容
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・今後の財政見通しと料金改定の水準

第４回審議会

・料金体系（案）

第５回審議会

事業計画の確認

計画に基づく収支予測の確認

新たな料金についての議論

※次回以降の内容は変更となる可能性がある。

・今後の主な事業内容
・今後の企業債活用の方向性

第３回審議会
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上下水道局（参考）前回審議会のまとめ
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・柔軟な事業運営や将来世代への負担を考慮し，企業債に過度な依存をしない運用が必要

⇒ 管路更新事業にかかる企業債充当率を逓減させていく

今後の企業債活用の方向性

・更新量のピークを迎えている施設・設備更新事業の事業費の削減は困難
・管路の年間更新率を０．８％とすると，毎年度約６０億円の事業費が必要

⇒ 今後１０年間で１，１５０億円規模の事業を計画

※ただし，上記金額には物価上昇分は反映されていないため、急激な物価変動など今後の社会情勢の変化により変動する可能性がある。

今後の主な事業内容
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上下水道局２ 財政見通し算定における指標等
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■上下水道事業会計の仕組み（参考）

利益は，施設等の建設や

更新のための財源の一部となる 企業債借入額

国庫補助金
建設費

企業債償還金

水道料金
下水道使用料

一般会計
負担金

上下水道施設
の維持管理

費用

減価償却費

不足額

収益的収入

減債積立金
建設改良積立金

損益勘定留保資金

利益(純利益)の積立や，減価償却費
の計上によって生じた資金

【収益的収支】

上下水道施設の維持管理に係る取引

【資本的収支】

上下水道施設の建設や更新に係る取引

純利益

補てん財源

収益的支出 資本的収入 資本的支出

一般会計出資金
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上下水道局２ 財政見通し算定における指標等
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■試算の前提条件

・第３回審議会において審議いただいた事業費をもとに，現行料金における今後１０年間の
財政シミュレーションを行い，中期的な見通しを示す。

項 目 シミュレーションの前提条件

対象期間 ・令和７年度から１６年度までの１０年間

給水収益 ・有収水量や人口推計などを踏まえたうえで，直近の調定実績を基に算出

動力費・薬品費等 ・経常的な経費は，最新の単価を基に算出

建設改良費
・事業計画に基づき計上
・管路更新率は０．８％を継続し，１０年間で１，１５０億円規模の事業費を見込む

企業債 ・管路更新事業と水道建設費のうち施設の新設（負担金工事除く）のみ９０％起債する

その他
・今後の物価変動を考慮し，建設改良費及び水道事業費の一部（修繕費など）について，
消費者物価指数をもとに年上昇率０．９％を見込む
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上下水道局２ 財政見通し算定における指標等
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■主に着目する指標

・財政状況を判断するうえで，特に事業運営に影響を与える指標として，「当期純利益」，
「資金残高」，「企業債残高対給水収益比率」の３指標に着目する。

指標 指標の説明 留意点

当期純利益
・収益的収入から収益的支出を差し引いた額
・プラスの場合は純利益（黒字），マイナスの場合は
純損失（赤字）となる

・資本的収支の補てん財源となる純利益が生じ
るように財政見通しを立てる必要がある

資金残高
・期末（年度末）に残っている手持ち資金の残高で，
プラスであれば翌年度に繰り越す
※法により義務付けられている引当金を控除した額

・資金がなくなると，支払が滞り事業運営が
できなくなる

企業債残高対
給水収益比率

・（企業債残高÷給水収益）×１００で算出
・企業債残高の規模及び企業債が経営に及ぼす影響を
表す

・高すぎる場合は収入に対して借入が多く，
安定経営ができなくなる懸念がある
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上下水道局３ 現行料金での財政見通し
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■収益的収支及び当期純損失

・水需要の減少により，収益的収入は徐々に減少していく一方で，維持管理費や減価償却費の
増加により収益的支出は増加していく見通し。

・令和７年度（予算値）以降，純損失が発生し，損失額は拡大していく見通し。純利益は，
建設改良費や企業債償還金の財源であり，赤字の継続により事業の継続が困難になる。

【収益的収支及び当期純損失の推移】収益的収支
(単位:億円)【税抜】

当期純損失
(単位:億円)【税抜】
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上下水道局３ 現行料金での財政見通し

9

■収益的支出について

・収益的支出の費用別構成割合を確認すると，減価償却費などの削減が困難な固定的経費の
割合が高くなっている。
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０Ｒ１１

人件費 受水費 減価償却費 企業債利息

委託料 修繕費 その他

(単位:億円） 【費用別構成割合の推移】

固
定
的
経
費

変
動
的
経
費

今後見込まれる主な事業
概算費用

（Ｒ８～１１）

包括的維持管理業務委託 約４１億円

夜間・閉庁日等緊急時対応業務委託 約４億円

漏水対策業務委託（人工衛星・音聴調査） 約５億円

給配水管破裂・漏水修繕工事 約１４億円

漏水多発給水管布設替え工事 約６億円

松田新田浄水場設備等修繕工事 約３億円

【今後見込まれる主な事業（委託料，修繕費）】

（ダム管理負担金，動力費等）
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上下水道局
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３ 現行料金での財政見通し
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■資本的収支及び資金残高

・資本的支出のうち建設改良費は，今後１０年間で１，１５０億円規模の事業費を計上

・純利益が確保できない状況が継続すると補てん財源が不足し，資本的収入を賄うことが困難
となり，令和１１年度には手持ち資金が枯渇する見通し。

【資本的収支及び資金残高の推移】資本的収支
(単位:億円)【税込】 資金残高(単位:億円)
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上下水道局３ 現行料金での財政見通し
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■資本的支出について

・今後の建設改良にかかる事業費は，管路更新事業に毎年度約６０億円程度の事業費がかかる
ほか，更新量のピークを迎えている施設更新事業にも相応の事業費が見込まれる。

(単位:億円）
【今後の事業費の推移】

今後見込まれる主な事業
概算費用

（Ｒ８～１１）

老朽管更新工事・耐震化工事 約２４５億円

河内第二制御所新設工事 約１０億円

今市浄水場繊維ろ過設備新設工事 約１８億円

スマートメーター購入費 約５億円

松田新田浄水場配水流量計等更新工事 約７億円

【今後見込まれる主な事業】
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上下水道局３ 現行料金での財政見通し
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■企業債残高等の見通し

・企業債残高の増加に伴い，企業債残高対給水収益比率は年々上昇し，５００％を上回る
見通しである。

・企業債償還額は増加し返済の負担が大きくなるため，経営を圧迫する可能性が高まる。
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【企業債残高対給水収益比率等の見通し】 企業債残高対
給水収益比率(％)

企業債残高
企業債償還額(億円)
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上下水道局３ 現行料金での財政見通し

13

■現行料金でのシミュレーション結果

・令和７年度から純損失が発生し，手持ち資金は令和１１年度に枯渇する見通し。
また，企業債残高対給水収益比率も年々上昇する見通しで，早期の改善が必要

【現行料金でのシミュレーション結果】

【第３回審議会審議事項】
・管路更新率０．８％を目指し，今後１０年で１，１５０億円規模の事業
・管路更新事業における企業債充当率を逓減（企業債残高を抑制）

【料金改定の必要性】

指標 現行料金でのシミュレーション

当期純利益 ・令和７年度から純損失が発生

資金残高 ・令和１１年度に資金が枯渇する

企業債残高対
給水収益比率 ・年々上昇し５００％を上回る

対応 現行料金でのシミュレーション

料金改定により純利益を確保
〇 安定した経営が可能
× 利用者の経済的負担増

事業を抑制し支出を減らす
〇 料金改定を先送りできる
× 安定給水に大きな支障が生じる

企業債の借入額を増やす
〇 料金改定を先送りできる
× 利払いによる経営の圧迫
× 将来世代の負担の増加
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上下水道局４ 料金改定時期について
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■改定時期の方向性

・料金改定を行うにあたっては，逼迫した財政状況と利用者への周知期間を勘案する必要がある。

・本市では，料金改定の議決後６か月の周知期間を確保し，令和８年１０月の利用分から料金
改定を行うこととしていきたい。

【料金改定が議決されてから適用されるまでの市民等への周知期間】
（他事業体の状況）

最大値 最小値 平均値

市民等への周知
期間（日）

８２０ １ １５５．６

n＝２２８

（出典）日本水道協会：水道料金制度に関する調査（アンケート）結果（速報版）

・期間が短いと十分な議論や利用者周知ができない
・期間が長いと資金に余裕がないなかでの事業運営となる

【料金改定のスケジュール（予定）】

審議会での議論（～１２月末）

議会での議決（令和８年３月議会）

料金改定（令和８年１０月の利用分から）

利用者への周知

議決への対応・準備
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上下水道局４ 料金改定時期について
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■新料金の利用者への影響

・本市では，２か月に１度の検針及び請求が基本となっており，偶数月検針の地区，奇数月検針
の地区がある。

・利用者が新料金を負担するのは，偶数月検針の場合は令和９年１月請求分から，奇数月検針の
場合は，令和９年２月請求分からとなる。

検針月
令和８年
８月

９月 １０月 １１月 １２月
令和９年
１月

２月 ３月

偶数月
検針

検針

請求・支払

奇数月
検針

検針

請求・支払

６～７月利用分 ８～９月利用分
１０～１１月

利用分 １２～１月利用分

７～８月利用分 ９～１０月利用分 １～２月利用分
１１～１２月

利用分

【凡例】 ：新料金令和８年１０月 水道料金改定

検針期間の使用開始日が
１０月１日以降となる最初の請求
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上下水道局

指標 現行料金でのシミュレーション 目標

当期純利益 ・令和７年度から純損失が発生 ・黒字経営を維持

資金残高 ・令和１１年度に資金が枯渇する ・目標とする残高（次ページで算出）を確保

企業債残高対
給水収益比率

・年々上昇し，５００％を上回る
・参考指標である将来負担比率の財政健全化法上
の基準である３５０％以下とする

５ 料金改定の水準について
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■着目する３指標とその目標の設定

・持続可能な経営を実現するため，着目する３指標にかかる目標を以下のとおり設定する。

【着目する指標の達成目標】

料金改定による給水収益の確保のほか，管路更新事業における企業債充当率
を逓減させることで，企業債残高を抑制することを検討する。
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上下水道局５ 料金改定の水準について
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■目標とする資金残高

・資金残高の１年間の推移を確認すると，年度末竣工工事代金の支払（４月），企業債償還金
の支払（９月・３月）のタイミングで大きく減少しており，必要な支払を考慮すると，期末
（年度末）に４０億円程度の残高は少なくとも確保する必要がある。

【令和６年度の資金残高の推移】
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120

期首 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9 R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3最小値 期末

年度末竣工工事代金の支払

年度末竣工工事代金の支払企業債償還金の支払

資金残高(単位:億円)

約３８億円

企業債借入による手持ち
資金の増加
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指標 現行料金でのシミュレーション 目標

当期純利益 ・令和７年度から純損失が発生 ・黒字経営を維持

資金残高 ・令和１１年度に資金が枯渇する ・年度末時点で４０億円程度の残高を確保

企業債残高対
給水収益比率

・年々上昇し，５００％を上回る
・参考指標である将来負担比率の財政健全化法上
の基準である３５０％以下とする

５ 料金改定の水準について
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■着目する３指標の目標と試算

・着目する３指標における各年度末時点の目標達成状況について，改定率毎にそれぞれ試算
する。

【着目する指標の達成目標】

料金改定による給水収益の確保のほか，管路更新事業における企業債充当率
を逓減させることで，企業債残高を抑制することを検討する。
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① 当期純利益

【改定率別，年度末時点の目標達成状況】

・令和８年１０月に３０％程度の改定を行うことで，令和１６年度末まで当期純利益を
確保し，黒字経営を維持することができる。

改定率 Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６

１５％
○

８億円
○

４億円
×

▲１億円
×

▲１億円
×

▲３億円
×

▲７億円
×

▲８億円
×

▲１０億円

２０％
○

１２億円
○

９億円
○

４億円
○

４億円
○

１億円
×

▲３億円
×

▲３億円
×

▲５億円

２５％
○

１７億円
○

１３億円
○

９億円
○

８億円
○

６億円
○

１億円
○

１億円
×

▲１億円

３０％
○

２１億円
○

１８億円
○

１３億円
○

１２億円
○

１０億円
○

６億円
○

６億円
○

３億円

３５％
○

２６億円
○

２２億円
○

１８億円
○

１７億円
○

１５億円
○

１０億円
○

１０億円
○

８億円

４０％
○

３０億円
○

２７億円
○

２２億円
○

２１億円
○

１９億円
○

１５億円
○

１４億円
○

１２億円

４５％
○

３５億円
○

３１億円
○

２７億円
○

２６億円
○

２３億円
○

１９億円
○

１９億円
○

１７億円

：目標水準達成 ：目標未達
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② 資金残高

・令和８年１０月に４５％程度の改定をすることで，令和１６年度末まで年度末時点の
資金残高を４０億円程度確保することができる。

・また，令和１１年度の手持ち資金の枯渇を回避し，資金残高の目標水準を確保するため
には，３０％程度の改定が必要

改定率 Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６

１５％
○

６２億円
○

４５億円
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし

２０％
○

６９億円
○

５６億円
×

７億円
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし

２５％
○

７５億円
○

６７億円
×

２３億円
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし

３０％
○

８２億円
○

７８億円
○

３８億円
×

９億円
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし

３５％
○

８９億円
○

８９億円
○

５４億円
×

２９億円
×

１２億円
×

残高なし
×

残高なし
×

残高なし

４０％
○

９６億円
○

１００億円
○

７０億円
○

４９億円
×

３６億円
×

２４億円
×

１０億円
×

２億円

４５％
○

１０２億円
○

１１２億円
○

８５億円
○

６９億円
○

６０億円
○

５３億円
○

４４億円
○

４０億円

：目標水準達成【改定率別，年度末時点の目標達成状況】 ：目標未達
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③ 企業債残高対給水収益比率

・令和８年１０月に４５％以上の改定を行うことで，令和１６年度末まで３５０％程度の
水準を確保することができる。

改定率 Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６

１５％
○

３３３％
×

３７２％
×

４１６％
×

４３５％
×

４４９％
×

４５８％
×

４６３％
×

４６２％

２０％
○

３２２％
×

３５９％
×

３８４％
×

４０１％
×

４１５％
×

４２３％
×

４２７％
×

４２６％

２５％
○

３０７％
○

３４２％
×

３６６％
×

３８３％
×

３９５％
×

４０３％
×

４０７％
×

４０６％

３０％
○

２９７％
○

３３２％
×

３５４％
×

３７１％
×

３８３％
×

３９１％
×

３９４％
×

３９３％

３５％
○

２８４％
○

３１７％
○

３３９％
×

３５４％
×

３６６％
×

３７４％
×

３７７％
×

３７６％

４０％
○

２７４％
○

３０５％
○

３２７％
○

３４２％
×

３５３％
×

３６０％
×

３６３％
×

３６３％

４５％
○

２６４％
○

２９５％
○

３１５％
○

３３０％
○

３４１％
○

３４８％
×

３５１％
○

３５０％

【改定率別，年度末時点の目標達成状況】 ：目標水準達成 ：目標未達
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■試算のまとめ

【令和１１年度末の目標達成状況（詳細）】

・手持ち資金の枯渇が見込まれる令和１１年度末において，各指標の目標水準を概ね達成する
ためには，令和８年１０月に３０％程度の改定が必要となる。

・企業債充当率を低減する必要性はあるものの，これを行い企業債残高の抑制を図ると，資金
残高が減少し，より高い改定が必要となるため，利用者への影響を考慮すると困難である。

：目標水準達成

：目標未達

指標 目標 ２８％ ２９％ ３０％ ３１％ ３２％ ３３％

当期純利益 黒字経営を維持
○

１１億円
○

１２億円
○

１３億円
○

１４億円
○

１５億円
○

１６億円

資金残高 期末で４０億円程度の残高を確保
×

３２億円
×

３５億円
○

３８億円
○

４１億円
○

４５億円
○

４８億円

企業債残高対
給水収益比率

３５０％以下
×

３５９％
×

３５６％
×

３５４％
×

３５１％
○

３４８％
○

３４６％
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■料金改定後の財政見通し（当期純利益）

・料金改定により，令和８年度後半から収益的収支は改善し，当期純利益は令和１６年度末
まで確保できる見通し。

【収益的収支及び当期純利益（損失）の推移】
収益的収支

(単位:億円)【税抜】
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宇都宮市

上下水道局６ 料金改定の影響

24

■料金改定後の財政見通し（資金残高）

・令和１１年度に見込まれていた手持ち資金の枯渇は一旦回避できるものの，改定後の見通し
においても，令和１３年度には再び資金の枯渇が見込まれるため，改定後の状況を注視し，
継続的に料金の適正化にかかる議論を行っていく必要がある。
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200

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６

資本的収入 資本的支出 資金残高

【資本的収支及び資金残高の推移】資本的収支
(単位:億円)【税込】 資金残高(単位:億円)
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■料金改定後の財政見通し（企業債残高対給水収益比率）

・給水収益の増加に伴い，企業債残高対給水収益比率は，目標の３５０％は上回るものの，
令和１６年度末まで４００％を下回る見通し。

・ただし，今回の改定では，企業債充当率の低減による企業債残高の抑制は達成できないため，
引き続き健全性の確保に努めていく。
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・現行料金では，令和７年度から純損失が生じ，令和１１年度には資金が枯渇する見通し
また，企業債残高対給水収益比率も年々上昇していく見通し

⇒ 必要な事業と安定的な経営を継続するためには，料金改定が必要
逼迫した財政状況と利用者への周知期間を勘案し，令和８年１０月の料金改定とする

現行料金での財政見通し

・当期純利益，資金残高，企業債残高対給水収益比率の目標水準を概ね達成するため，
３０％程度の改定が必要

⇒ ただし，企業債充当率が逓減できないことや，長期的に安定経営が確保できる見通し
ではないため，継続的に料金の適正化にかかる議論を行っていく必要がある

料金改定が必要な水準


